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今
般
の
米
価
下
落
は
コ
メ
農
家

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

農
業
に
は
国
に
よ
る
経
営
所
得

安
定
対
策
が
あ
り
、
米
価
の
安
定

に
取
り
組
み
つ
つ
、
直
接
の
所
得

補
償
を
廃
止
し
、
需
要
に
応
じ
た

作
物
へ
の
転
換
を
生
産
者
に
促
し

て
い
る
。
ま
た
、
売
り
上
げ
減
少

に
は「
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
」

や「
収
入
保
険
制
度
」
そ
し
て「
つ

な
ぎ
融
資
」
が
あ
る
。

　

今
後
の
農
業
経
営
を
考
え
、
事

前
契
約
や
複
数
年
契
約
に
よ
る
安

定
取
引
を
推
進
す
る
一
方
で
、
販

売
先
が
確
保
で
き
な
い
コ
メ
生
産

は
や
め
、
麦
・
大
豆
・
飼
料
用
米

な
ど
収
益
性
が
確
保
で
き
る
作
物

へ
の
転
換
を
進
め
て
い
る
。
需
要

者
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
た
水
田
農

業
を
推
進
し
て
い
く
。

（
町
長
）

答 米
一
俵
千
円
の
補
償
に
つ

い
て

学
童
保
育
入
所
希
望
者
へ

の
対
象
に
つ
い
て

農
村
社
会
を
壊
し
て
い
く

米
価
の
暴
落
を
下
支
え
す

る
た
め
に
も
、
コ
メ
一
俵
千
円
の

補
償
を
求
め
る
。

市
場
経
済
に
農
業
を
委
ね

る
の
で
は
な
く
、
今
の
現

実
を
直
視
す
る
。
農
村
社
会
を
守

る
た
め
補
償
を
求
め
る
。

農
業
者
は
、
生
産
調
整
に

努
力
さ
れ
て
い
る
。
コ
メ

子
ど
も
が
小
学
校
一
年
生

に
な
る
の
を
機
会
に
就

労
を
考
え
、
学
童
保
育
へ
の
入
所

申
し
込
み
を
お
こ
な
っ
た
が
、
就

労
し
て
い
な
い
理
由
で
入
所
で
き

な
か
っ
た
。
町
条
例
に
は
「
求
職

活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
こ

と
」
と
記
し
て
い
る
。「
継
続
的

に
行
っ
て
い
る
」
と
の
判
断
は
何

か
。

家
族
設
計
に
伴
い
働
き
た

い
と
思
う
の
は
普
通
。「
丁

寧
に
し
っ
か
り
と
聞
き
取
り
」
と

の
答
弁
通
り
の
対
応
を
聴
く
。

　
「
求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ

て
い
る
」
判
断
と
し
て
は
、
例
え

ば
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
継
続
的
な

求
職
活
動
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体

的
に
は
、３
ヵ
月
の
期
間
を
設
け
、

そ
の
期
間
内
の
求
職
活
動
に
対
し

て
入
所
を
認
め
て
い
る
。

　
「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
に
関

す
る
規
則
」
に
は
求
職
活
動
が
あ

る
。
求
職
活
動
中
と
分
か
れ
ば
相

談
に
乗
る
。
基
準
を
ク
リ
ア
し
て

い
れ
ば
入
所
も
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
。

　

生
産
配
分
は
、
国
家
の
コ
メ
政

策
で
動
い
て
い
る
。
生
産
の
効
率

化
は
、
技
術
革
新
、
苗
の
改
良
、

様
々
な
整
備
の
改
良
に
よ
る
成
果

で
あ
る
。
需
要
を
上
回
る
供
給
と

い
う
市
場
の
中
で
価
格
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
の
が
大
き
な
社
会
の

流
れ
で
あ
る
。

　

社
会
の
流
れ
を
鑑
み
、
地
域
と

土
地
を
ど
の
よ
う
に
守
る
か
、
関

係
者
が
汗
を
か
き
知
恵
を
出
し
て

い
る
の
が
現
下
の
状
況
で
あ
る
。

　

自
由
生
産
、
自
由
流
通
が
担
保

さ
れ
て
い
る
国
家
で
あ
り
、
今
の

日
本
の
形
だ
。
そ
の
な
か
に
お
い

て
、
よ
り
適
切
な
形
で
、
い
ろ
い

ろ
な
知
恵
を
出
し
な
が
ら
、
農
業

者
の
方
々
に
し
っ
か
り
と
次
に
バ

ト
ン
を
渡
せ
る
よ
う
に
と
知
恵
を

出
し
な
が
ら
進
ん
で
い
る
の
が
、

現
在
の
農
政
で
あ
る
。

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問

問

問

問

問

答

答

答

答

辰己　 保 辰己　 保 議員議員

親が就労していないと入所でき
ないか

Q

学童保育所入所希望に
ついて

求職活動中であれば相談をA
録画配信はこちら録画配信はこちら

環境への対策はQ

騒音振動・農作物の環境に配慮し取り組むA

国道８号バイパス計画
（彦根～東近江）について

　

昨
年
度
は
、
各
区
長
様
宅
を
訪

問
し
、
今
年
度
は
自
治
会
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
題
し
て
、
各
自
治
会

の
役
員
会
等
に
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
日
頃
の
話
題
や
日
常
的
に

課
題
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
に
に
つ
い
て
、
膝
を
突
き
合
わ

せ
て
懇
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
引
き
続
き
予
防
措
置
を
講
じ

な
が
ら
、
積
極
的
に
地
域
に
出
向

き
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
膝
を
突
き

合
わ
せ
、
よ
り
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
機
会
を
積
極
的
に
設

け
る
こ
と
で
、
地
域
と
行
政
の
信

頼
関
係
を
一
層
強
固
な
も
の
と
し

て
い
き
た
い
。

（
町
長
）

答

堤防の劣化侵食

一級河川の堆積土

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
事
業
の

中
止
に
つ
い
て

バ
イ
パ
ス
計
画
に
つ
い
て

安あ
ん

壺こ

川
の
流
下
能
力
に
つ

い
て　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
事
業
の

新
し
い
開
催
方
法
に
つ
い

て
ど
の
様
な
考
え
な
の
か
問
う
。

　
な
か
で
も
行
政
と
の
懇
談
会
の

機
会
は
各
自
治
会
（
字
）
の
住
民

と
の
生
の
意
見
交
換
の
場
だ
。
行

政
と
地
域
住
民
と
の
意
見
の
交
換

会
の
場
は
と
て
も
大
切
だ
。
今
後

の
開
催
方
法
に
つ
い
て
の
考
え
を

聞
く
。

国
道
８
号
（
彦
根
～
東
近

江
）
バ
イ
パ
ス
計
画
に
か

か
る
（
仮
称
）
開
通
事
業
の
件
に

つ
い
て
、
現
在
の
解
っ
て
い
る
範

囲
で
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
状
況

を
問
う
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て
は
地
域
発
展
の
た
め
喜
ば
し
い

こ
と
と
は
思
う
が
、
同
時
に
農
作

物
へ
の
汚
染
被
害
や
、
町
と
し
て

の
環
境
の
汚
染
が
少
な
か
ら
ず
考

え
ら
れ
る
。
環
境
へ
の
配
慮
並
び

に
都
市
計
画
の
今
後
の
整
備
に
つ

い
て
ど
の
様
な
考
え
な
の
か
問
う
。

安
壺
川
の
河
川
改
修
が
行

わ
れ
て
か
ら
約
50
年
近
く

に
な
る
。
宅
地
化
に
よ
る
土
地
の

整
備
並
び
に
道
路
整
備
に
よ
る
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
等
、
当
時
の
地

下
浸
透
の
状
況
と
は
大
き
く
変
わ

っ
て
い
る
。
近
年
で
の
異
常
気
象

に
よ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
雨
水

排
水
の
処
理
、
堤
防
の
経
年
劣
化

が
進
み
耐
え
き
れ
る
の
か
、今
後
、

県
と
の
協
議
が
必
要
と
考
え
る
。

た
ま
た
ま
安
壺
川
は
身
近
に
あ
る

の
で
例
に
挙
げ
た
が
、
他
に
も
考

え
ら
れ
る
河
川
は
あ
る
か
と
思
う

の
で
、
検
討
を
求
め
る
。

　

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
状
況

は
、国
道
８
号
彦
根
～
東
近
江（
仮

称
）
事
業
は
、
平
成
28
年
12
月
よ

り
計
画
段
階
評
価
が
実
施
さ
れ
、

令
和
元
年
６
月
に
概
略
ル
ー
ト
が

提
示
さ
れ
た
。
環
境
影
響
評
価
対

象
項
目
と
し
て
騒
音
振
動
等
、
農

作
物
や
環
境
汚
染
と
し
て
調
査
結

果
に
基
づ
き
考
慮
さ
れ
る
。

•

町
は
都
市
計
画
区
域
内
、
区
域

区
分
未
設
定
区
域
で
あ
る
。学
校
、

保
育
所
、
青
少
年
の
育
成
等
の
住

環
境
に
も
協
議
い
た
だ
き
た
い
。

　

安
壺
川
を
は
じ
め
と
す
る
河
川

沿
線
で
は
整
備
当
時
田
畑
が
多
く

あ
っ
た
が
、
現
在
宅
地
開
発
な
ど

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

問

問

問

答

答

が
進
み
、
形
状
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
区
間
も
見
受
け
ら
れ
る
。

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
雨
水

や
排
水
の
処
理
能
力
、
堤
防
の
経

年
劣
化
も
進
ん
で
お
り
、
今
後
、

河
川
沿
線
の
宅
地
化
が
さ
ら
に
進

め
ば
、
提
体
法
面
の
浸
食
や
、
洗

堀
に
対
し
て
安
全
性
の
確
保
が
重

要
と
な
る
。
雑
木
や
堆
積
土
に
よ

り
流
下
能
力
が
低
下
す
る
区
間
に

お
い
て
、
し
ゅ
ん
せ
つ
を
実
施
さ

れ
て
い
る
。
日
常
に
お
い
て
、
安

壺
川
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
一
級

河
川
で
、
堤
防
の
欠
落
や
崩
壊
な

ど
の
変
異
を
早
期
に
発
見
や
確
認

す
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
考

え
て
い
る
。
地
域
の
方
々
と
連
携

を
図
り
、
町
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
も

実
施
し
、
早
期
に
河
川
堤
防
の
改

修
や
強
化
に
か
か
る
要
望
を
県
に

対
し
今
後
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い

く
。

録画配信はこちら録画配信はこちら

の
暴
落
は
、
経
営
者
の
努
力
不
足

に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
の
か
。


